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 野鳥公園については，親水緑地として位置づけた，平

成元年の港湾計画改訂から検討を始めました。 

 また，野鳥公園を含む約550haの海域・海岸域を

「エコパークゾーン」と位置づけ，自然環境の保全・創造，

地域の生活環境向上に向けて様々な施策を展開してい

ます。 

 野鳥公園は，エコパークゾーンにおける和白干潟や

海域等と機能分担しながら，人と自然との共生を象徴

する空間として整備を行います。 

３．上位計画との関係 

（１）博多港港湾計画※（平成13年7月改訂） 

   ○レクリエーションの場として市民が水に親しむことのできる親水空間として位置づけています。 

     ※通常10～15年を目標年次として，港湾の開発・利用及び保全の方針を明らかにするとともに，港湾施設の規模・配置， 

        さらに港湾の環境の整備及び保全に関する事項などを定める法定計画  

（２）福岡市 新・緑の基本計画※（平成21年5月策定） 

   ○野鳥公園においては，都市の顔となる緑づくりを進めるとともに，野鳥の生息空間の創出， 
     市民が自然環境を身近に感じられる空間の創出等に取り組みます。 

       ※都市緑地法に規定された，都市の「緑」全般に関する総合計画で，平成32年を目標年次としています。 

エコパークゾーン（約550ha） 

野鳥公園（約12ha） 

アイランドシティ 

４．アイランドシティにおける野鳥公園の位置づけ 

＜緑と水辺の環境整備のイメージ＞ 

１．野鳥公園とは 
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Ⅰ．はじめに ～野鳥公園の位置付けと，これまでの経緯～ 

２．野鳥公園基本計画（整備プラン）の策定 

 平成24～25年度に，市民やNPO，専門家等の多様

な主体による，「野鳥公園ラウンジカフェ」での議論の成

果として，平成26年3月に野鳥公園の「基本コンセプト」

と「活動プラン」をとりまとめました。 

 本計画は，その「基本コンセプト」と「活動プラン」を実

現するため，「野鳥公園整備に関する検討委員会」から

の専門的意見・助言をいただきながら，野鳥公園の整

備に関する基本的な考え方（整備プラン）をとりまとめた

ものです。 

水際拠点 

骨格となる「緑の軸」 

道路等を利用した緑のネットワーク 

緑のネットワークを強化する緑の枝 

  アイランドシティ事業計画※（平成21年12月策定） 

  ○野鳥公園は，まちづくりの基本方針である，「環境共生のまち 

    づくり」，「みんなで関わるまちづくり」を実感できる場としての 

    整備を行います。 

  ○野鳥公園の整備にあたっては，エコパークゾーンの自然環境 

   と一体となった生物生息空間（水辺空間や海岸植生など）の 

   創出や自然環境の観察施設，散策路などの施設を導入する 

   とともに，環境に関する研究・学習機能の導入とあわせて，人   

   と自然の共生を象徴する施設として整備します。 

     ※アイランドシティを「市民の貴重な財産」とするために，新しい「みなとづくり」 

       「まちづくり」に全力をあげて，かつスピード感を持って取り組んでいくための事業 

       方針として策定 
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Ⅰ．はじめに ～野鳥公園の位置付けと，これまでの経緯～ 

○野鳥公園について，多様な主体から多くの意見を取り入れながら検討を進めることを目的として， 

 市民やNPO，専門家等が参加し，自由に意見を語り合う場である「野鳥公園ラウンジカフェ」が 

 8回開催されました。 

  ・「成長する野鳥公園」という『基本コンセプト』を設定。 

  ・「公園づくり」や「観察学習」，「地域交流」など，分野ごとに『活動プラン』をとりまとめ。 

平成26年3月 野鳥公園ラウンジカフェ 

○野鳥公園ラウンジカフェ等の成果を実現する整備プランを策定するため，７名の学識経験者等 

○で構成される委員会を設置し，専門的見地から施設整備等の検討に関する意見や助言をいた 

○だきながら，「野鳥公園基本計画（整備プラン）（案）」をとりまとめました。 

平成26年11月 野鳥公園整備に関する検討委員会 

○市民や学識経験者，環境団体など10名で構成される委員会にて，エコパークゾーン内の４つの 

 ゾーンごとに，これまで市が進めてきた取り組みの効果検証，および今後講ずべき施策について 

 提言されました。 

  ・和白干潟ゾーンでは，主に夏季にみられる海底付近で貧酸素塊解消のため，環境特性に応じ， 

  覆砂や浅場造成等の環境改善対策が必要。 

  ・鳥類保全対策については，エコパークゾーンを含めた周辺の環境全体で担っていくことが重要 

   であり，主としてシギ・チドリ類の休息場機能の補完を行うことが重要。 

  ・エコパークゾーン全体の環境を将来にわたって保全し，さらに活かしていくため，多様な主体と 

  連携・共働しながら，ソフト面での施策の充実が必要。 

 

平成22年3月 エコパークゾーン環境保全創造計画 

○各分野の学識経験者や地域住民，公募市民など20名で構成される委員会から，野鳥公園の 

 基本的な方向性について市長へ提言されました。 

  ・「エコパークゾーンとの一体的な整備」が不可欠。 

  ・「生物生息空間の創出」，「自然環境を身近に感じられる空間の創出」，「中核機能の創出」を 

  ・整備の視点とする。 

  ・初期段階では基本的な整備のみ行い，その結果を見ながら必要な整備を追加していくなど， 

  柔軟な対応が必要。 

  ・自然環境が安定し，生物が定着するまでに一定の時間が必要となるので，長期的な視点に 

  立って取り組むとともに，実現可能なものから段階的に整備していくことが重要。 

平成18年5月 福岡市野鳥公園基本構想 

５．これまでの検討経緯 

○博多湾東部の海や海岸，和白干潟などの自然環境を保全するため，これまで陸続きであった 

 埋め立て計画を島形式に変更しました。 

○港湾環境整備施設に緑地を位置づけ，市民が水に親しむことのできるレクリエーションの場とし

○て，整備を図ることとしています。 

平成元年7月 博多港港湾計画改訂 

昭和53年 港湾計画 平成元年 港湾計画 

○「親水緑地」として，自然に近い緑地の創造を目指し，地区内の住民や来訪者が身近に 

○自然とふれあえる空間として整備することとしています。 

平成6年4月 公有水面埋立免許取得（アイランドシティ整備事業） 

○地元や自然保護団体・まちづくりの各種団体により，エコパークゾーンの整備にあたっての基本理  

  念が示されたことを受け，各分野の学識経験者14名で構成される委員会にて，専門的見地から 

  意見交換を行い，基本計画をとりまとめたものです。 

  ・博多湾東部のアイランドシティ周辺の海域や海岸を含むエリア約550haを「エコパークゾーン」とし， 

  地域ごとの特性を活かすため，４つのゾーンに分類。 

  ・そのうち，野鳥公園を含む「和白干潟ゾーン」については，下記の方向性が示される。 

   ➢ 野鳥などの多様な生態系が生息する環境を活かして，自然を観察し触れ合える空間の形成 

   ➢ 海岸線の利用しやすさや安全性の向上など，生活環境の改善を図る空間の形成 

   ➢ 水・底質の保全や改善とともに，豊かな生態系の保全・創造を図る空間の形成 

平成9年5月 エコパークゾーン整備基本計画 

和白干潟 

砂浜に親しむゾーン 

干潟を中心とした豊かないのちを育むゾーン 

水辺と緑に親しむゾーン 

歴史的要素を活かした憩いのゾーン 

 

 

 

 

○アイランドシティにおける野鳥公園の整備と，エコパークゾーンを位置づけました。 

平成4年9月 アイランドシティ基本計画 

ふくさ 



 護岸・橋梁など

 緑地・公園

 干潟

 砂浜

 岩礁

 特別緑地保全地区

凡　　例

６．野鳥公園周辺の現状 （平成26年11月現在） 

＜アイランドシティ中央公園＞ 

＜外周緑地＞ ＜御島崎地区＞ 

＜香住ヶ丘地区＞ 

＜外周緑地＞ ＜海上遊歩道（あいたか橋）＞ 

＜塩浜地区＞ 

＜香椎浜北公園＞ 

 野鳥公園周辺では，自然と人の共生を目指し，公園・緑地の整備や，多様な生物の生息空間に配慮した

海岸整備，親水性をもたせた遊歩道整備などを進めています。 

野鳥公園 

アイランドシティ 
中央公園 

外周緑地 

香住ヶ丘地区 

塩浜地区 

御島崎地区 

Ⅰ．はじめに ～野鳥公園の位置付けと，これまでの経緯～ 

海の中道海浜公園 

香椎浜地区 みなと100年公園 等 

海上遊歩道 
（あいたか橋） 

香椎浜北公園 

エコパークゾーン 

和白干潟 
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＜生きものの生息に配慮した護岸＞

＜親水性をもたせた外周緑地＞

Ⅱ．エコパークゾーンにおけるこれまでの取組みと今後の課題

エコパークゾーンは，博多湾東部のアイランドシティ周辺の海域や海岸域を含むエリアのことで，

約550haの面積を有しています。

「エコパークゾーン整備基本計画（平成9年5月）」の中で，『豊かな生態系を構成する生物を育む場

として，自然環境の質的向上を図るとともに，地域の特性を活かした潤いのある生活環境の形成や環
境教育の場として利用を行うなど，自然生態を活かした整備を図る』を基本的な方針として位置付け

ています。

エコパークゾーンは，広大で様々な地域特性を有していることから，ゾーン内の環境特性や歴史性

などを考慮し，４つのゾーンに区分しています。

２．エコパークゾーンにおけるこれまでの取組み

御島ゾーン

ゾーンごとの特性を活かしながら，自然環境保全・創造に向けた取組みを行っています。

覆砂や作澪，アマモ場造成などの環境保全・創造の取組

みの結果，底生生物の種類や個体数等の増加が確認されて

おり，生物の住みやすい環境が保たれています。

また，地元の小学校と連携したアマモ場づくりや，海の生き

ものに触れる観察会の実施など，市民の環境学習の場として

も活用しています。

潮間帯に生息する生きもの等に配慮した護岸整備や，市

民が身近に海を感じられる外周緑地や海岸整備など，地域

特性を考慮し，周辺の自然環境との調和を図っています。

澪筋

底泥からの過剰な栄養塩などの溶出による
赤潮の発生などの海域環境の悪化

良質な砂で覆うことにより、生
きもののすみやすい海へ

泥や有機物

泥や有機物

【覆砂】

海底に堆積した泥を良質な
砂で覆うことにより，生きものの

すみやすい環境を創出。

【作澪】

海底に水の通り道となる
溝（澪筋）を掘ることにより，

海水の交換を促進し，水

質や底質を改善。

【アマモ場造成】

アマモは海中に酸素を放出すると
ともに，魚介類の産卵場や生息場

になるなど「海のゆりかご」と言われ，

生きもののすみやすい環境を創出。

香住ヶ丘ゾーン

アイランドシティや香住ヶ丘地区の水際では，市民が海に親しんでもらえるよう，階段式の護岸を整

備しています。また，アイランドシティにおいては，市民憩いの散策路となるよう，身近に海を感じられる

外周緑地の整備や，生きものに配慮した護岸整備を行っています。

海の中道ゾーン

砂浜の保全やレクリエーション空間としての保全をする当該ゾーンでは，現在，砂浜が適切に保全

され，市民が海に触れあえる良好な景観が形成されています。

毎年，雁の巣海岸をはじめとする多くの海岸で，市民・企業・行政が協力し，ごみを回収する環境

美化活動「ラブアース・クリーンアップ」が行われています。
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野鳥公園

＜親水性をもたせた海岸＞＜親水性をもたせた外周緑地＞

底泥からの過剰な栄養塩などの溶出による
赤潮の発生などの海域環境の悪化

良質な砂で覆うことにより，
生きもののすみやすい海へ

１．エコパークゾーンとは

み お す じ

○御島ゾーン 覆砂 15.6ha，作澪 1.3km，アマモ場造成 2,650m2，海岸整備 1,620m

○香住ヶ丘ゾーン 海岸整備 280m

○和白干潟ゾーン アマモ場造成 5,560m2，海岸整備 1,300m

さ く れ い

砂浜に親しむゾーン

干潟を中心とした豊かな
いのちを育むゾーン

水辺と緑に親しむゾーン

歴史的要素を活かした
憩いのゾーン

＜覆砂，作澪による水・底質改善＞ ＜アマモに産み付けられたコウイカの卵＞

コウイカ

ふ く さ

ふ く さ さ く れ い

ふ く さ さ く れ い

ふ く さ さ く れ い



４．今後の課題と取組み 

 エコパークゾーンにおいては，「エコパークゾーン整備基本計画」に基づき，順次環境の整備・改善を

進めてきました。その結果，御島ゾーン，香住ヶ丘ゾーン，海の中道ゾーンについては，環境の整備・

改善・保全が進められており，各ゾーンの目標を概ね達成しています。 

○海域環境の改善 

  和白干潟ゾーンについては，広く底質が有機汚濁化しており，海水温が高くなる夏季を中心に，

和貧酸素水塊が発生していることから，その対策を講じていく必要があります。 

  「エコパークゾーン環境保全創造計画」において，「今後，和白干潟ゾーン内の環境特性に応じた

和環境改善対策が必要であり，貧酸素水塊の発生抑制等には覆砂が最も有効な手段と考えられ  

和る。」和との指摘を受けています。また，昨今では，東京港や三河港において，浚渫土砂を有効活

和用した覆砂を実施し，環境改善の効果が確認されています。 

  博多港においても，航路整備に伴い発生する，良質な浚渫土砂を有効活用することで，水域環

和境の改善やコスト縮減の効果が見込まれることから，実施に向けて検討していきます。 

○和白干潟周辺の整備 

  和白干潟ゾーンにおいては，護岸の一部が老朽化しており，その対策とあわせて，親水性の確保

和について検討していきます。また，エコパークゾーンを環境学習の場として，より多くの人々が利用で

和きるよう，和白干潟付近に駐車機能等の利便施設の確保について検討していきます。 

○ソフト施策の充実 

  エコパークゾーンを，真に「市民共有の財産」として将来に引き継いでいくためには，より多くの人々

和が利用し，親しまれる空間としていく必要があります。このため，エコパークゾーン全体で，多様な主

和体と連携・共働しながらソフト面での施策の充実も図っていきます。 

３．その他の取組み 

 エコパークゾーンでは，ウェイクボードなどの動力船やカヌーなどの
非動力船が混在することによる安全面での懸念や，動力船の航走に
よる周辺住居への騒音，渡り鳥への影響などを懸念する声が高まっ

ていました。 
 それらを受けて，エコパークゾーンをよりよい環境で未来へ残す  
ため，平成22年に，エコパークゾーンを利用する各団体や周辺住民，

行政等で，動力船と非動力船の利用エリアを分ける等，自主ルール
を定めています。 

水域利用のルールづくり 

情報発信・PRの強化 

 エコパークゾーンが「市民共有の財産」となっていくた
めには，より多くの人々が利用し，親しまれる空間となる
よう，エコパークゾーンの認知度や関心を高め，その価

値を感じてもらう工夫が必要です。 
 エコパークゾーンの自然環境や歴史，現地の見どころ
などを紹介した，散策マップとしても利用できる「エコパー

クゾーンガイドブック」の作成や，飛来する鳥や海浜植物，
実施してきた環境保全創造施策を紹介する看板の設置
など，市民への広報・啓発を行っています。 

  

和白干潟ゾーン 

 和白干潟は，海辺に特有の植物群も見られる豊かな自然環境が残され，野鳥や海生生物など多

様な生態系を支える場所となっており，平成15年に国の鳥獣保護区に指定されています。 

 地元小学校と連携したアマモ場造成や，市民，地元企業と共働で，アオサの清掃活動などを行っ

ています。 

 塩浜地区では，老朽化した護岸の改修にあわせ，多様な生物の生息に配慮した，急傾斜自然石護

岸の整備を行うとともに，海辺を散策できる遊歩道や，和白干潟を望める展望台等が整備され，市民

憩いの場として利用されています。 

＜生きものの生息に配慮した護岸整備＞ ＜野鳥の生息に配慮した緑地整備＞ ＜市民等との共働によるアオサの清掃活動＞ 

＜塩浜海岸の生きものへの配慮＞ ＜和白干潟を望める展望台＞ 
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Ⅱ．エコパークゾーンにおけるこれまでの取組みと今後の課題 

環対さん 

 

＜広報看板＞ 

和白干潟 

西戸崎 

アイランドシティ 

香椎パークポート 

箱崎ふ頭 

ふ く さ  

し ゅ ん せ つ  

し ゅ ん せ つ  

ふ く さ  



 名島城跡などの歴史遺産や周辺環境と調和した，

人が水辺に親しめる海岸づくりを行っています。 

 整備にあたっては，NPOと共働し，満潮時における

鳥の休息場や，干潮時の採餌場の整備を行っており，

シギ・チドリ類などが利用しています。 

  

 ○名島地区での取組み 

名島地区 

多々良川河口域 

 NPOによる鳥類休息場の管理や，河川利用者

への啓発活動が行われており，クロツラヘラサギや

海ガモ類などが利用しています。 

＜休息するハマシギの群れ＞ ＜餌を食べるクロツラヘラサギ＞ 

＜休息するクロツラヘラサギとカワウ＞ ＜キンクロハジロ＞ 

 アイランドシティ 

香椎パークポート 

箱崎ふ頭 

香椎 

貝塚 

〔参考〕 エコパークゾーン周辺における取組み 

 ○多々良川河口域での取組み 

 ○グリーンベルトの整備 

アイランドシティ 
中央公園 

グリーンベルト 

外周緑地 

＜グリーンベルトの整備イメージ＞ 

＜グリーンベルトに求められる機能＞ 

野鳥公園 

※出典：アイランドシティグリーンベルト基本計画 （平成24年3月） 
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＜グリーンベルトの位置＞ 

 環境共生を目指すアイランドシティのまちづくりを先導する空間として，アイランドシティ中央公園

と野鳥公園を結ぶ，「緑の軸（グリーンベルト）」を配置し，美しい街並み形成や，みどりのネットワー

クの骨格として整備を進めています。 
さ い じ じ ょ う  



 シギ・チドリ類

 陸ガモ類

 海ガモ類

 カモメ・アジサシ類

 その他

凡　　例

＜北部九州における主な干潟の分布状況＞ 

曽根（517ha） 

有明干拓（1,425ha） 

和白（80ha） 

今津（110ha） 

大授搦（1,289ha） 

西川副干拓（973ha） 

橋本開地先（736ha） 

大和開拓地先（560ha） 

荒尾長洲（1,656ha） 

七浦（1,353ha） 

大塚（997ha） 

平松（517ha） 

50km 

100km 

Ⅲ．野鳥公園で保全すべき鳥類 

１．東アジアにおける主な渡り鳥の飛来ルート 

 シギ・チドリ類などの旅鳥にとって北部九州は，北半球

のシベリアやアラスカなどから，カムチャッカ半島やサハリ

ン経由で日本列島を縦断し南方へ渡るルートと，朝鮮半

島から九州を経由し南方へ渡るルートとが交差するクロス

ロードとなっています。 

 また，冬にはシベリアから多くのカモが冬を越すために

やってきます。 

 このように北部九州は，毎年多くの野鳥が飛来し，渡り

の中継地や越冬地等として利用されるなど，重要な役割

を果たしています。 

２．周辺干潟の状況 

 北部九州においては，野鳥公園を中心とした50～

100km の範囲内に，大小多数の干潟が分布しており，

その中でも大規模な干潟として代表的なものに有明

海北部の大授搦（約1,300ha）や周防灘の曽根干潟

（約500ha）などがあります。 

 一方，50km 以内の範囲では，博多湾東部の和白

干潟（約80ha），瑞梅寺川河口の今津干潟（約

110ha）があります。和白干潟と今津干潟はいずれも

規模は小さいものの，大規模な干潟の中間地点と

なっているため，移動の中継地として利用されている

ほか，野鳥の生息地としての機能を果たしています。 

 また，和白干潟から多々良川河口の干潟までは

約3km，室見川河口の干潟までは約10kmの距離

にあり，これらの干潟は非常に近い位置関係にある

ことから，それぞれの干潟の前面に広がる浅海域と

ともに，野鳥が一体的に利用しています。 

４．野鳥公園で保全すべき鳥類 
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（１）福岡市野鳥公園基本構想（平成18年5月） 

 野鳥公園で対象とする主要な鳥類は，干潟を主要な生息地とする鳥類（主にシギ・チドリ類），  

浅海域を主要な生息地とする鳥類（主にカモ類）およびこれに加え，干潟を利用する希少種と     

しました。 

（２）エコパークゾーン環境保全創造計画（平成22年3月） 

 アイランドシティで埋め立て工事を行う工程で生じた一時的な湿地（疑似湿地）が，工事の進捗  

に伴い順次消失した後の鳥類の生息に必要な機能については，エコパークゾーンを含めた周辺   

環境全体で担っていくことが重要であり，今後実施すべき鳥類保全対策の検討結果は以下のと     

おりとしました。 

 野鳥公園の検討にあたっては，和白干潟や周辺の浅海域等との機能分担やエコパークゾーン内

での連携を図ることが重要であり，今後とも鳥類本来の生息域を保全していくとともに，野鳥公園内で

は，主としてシギ・チドリ類の休息場を確保することとします。 

３．エコパークゾーン周辺への鳥類飛来状況 

 エコパークゾーン周辺には，渡り鳥の中継地や越冬地として毎年多くの鳥類が飛来しています。 

鳥類はそれぞれの特性に応じて，採餌，休息，繁殖を行っています。 

 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

H21

H22

H23

H24

H25

0 5,000 10,000 15,000

H21

H22

H23

H24

H25

(羽) 

(羽) 

＜博多湾に飛来する鳥類の個体数・種数＞ 

＜エコパークゾーン周辺に飛来する鳥類の類別個体数＞ 

※鳥類の類別個体数は，類ごとに合計し，最も多い月の個体数を    
※カウントしているため，エコパークゾーン周辺の個体数の計は，   
○上段と下段のグラフで一致しない。 

※出典：平成25年度アイランドシティ整備事業環境監視結果（H26年7月） 

＜シギ・チドリ類の渡りのルート＞ 

今津地区 

クロツラヘラサギ，陸ガモ類 等 

室見川・大濠地区 

カモメ・アジサシ類 等 

アイランドシティ周辺 

多々良川・名島地区 
シギ・チドリ類，海ガモ類 

クロツラヘラサギ 等 

シギ・チドリ類，海ガモ類，ウ類 等 

＜マガモ＞ 

＜クロツラヘラサギ＞ 

＜ハマシギ＞ 

＜博多湾に飛来する主な鳥類＞ 

エコパークゾーン周辺 

博多湾西部 

だいじゅがらみ 

(年度) 

(年度) 

＜ホシハジロ＞ 

分　　類 今後実施すべき鳥類保全対策

 海ガモ類
海面の広い範囲を利用していることから，疑似湿地の消失による影響は小さいもの
と思われる。

 陸ガモ類
和白干潟や多々良川河口などの広い範囲を利用していることから，疑似湿地の消
失による影響は小さいものと思われる。

 シギ・チドリ類
採餌場機能については，和白干潟を始めとするエコパークゾーン全体や博多湾に
ある干潟などで十分な餌量を確保できると考えられるが，休息場機能については
不足するおそれがある。

 クロツラヘラサギ
本来の生息環境である多々良川河口の干潟域や今津干潟で保全することが最適
である。

 コアジサシ
これまで多くの営巣が確認されている海の中道の砂浜など既存の繁殖地をしっかり
と保全していくことが重要である。

〔これまでの検討経緯〕 

30       60       90      120       150   （種） 

 エコパークゾーン周辺

 博多湾西部

 エコパークゾーン周辺

 博多湾西部

凡　　例

種数

個体数

さ い じ じ ょ う  

さ い じ  



開催回 日　　時 概　　要 参加者数

第1回 平成24年11月  野鳥公園とは 45名

第2回 平成25年11月  野鳥公園でできること 25名

－ 平成25年13月  野鳥に会いにいくバスツアー 41名

第3回 平成25年13月  キーワード選び 49名

第4回 平成25年15月  大図面での検討 44名

第5回 平成25年16月  ブロックでの理想像づくり 40名

第6回 平成25年19月  場面（シーン）検討 28名

第7回 平成25年11月  理想的な野鳥公園像の作成 20名

－ 平成25年12月  オープンセッション（市民意見募集） －

第8回 平成25年12月  とりまとめ 29名

Ⅳ．野鳥公園ラウンジカフェの成果 

１．野鳥公園ラウンジカフェの概要 

 野鳥公園ラウンジカフェは，多様な主体が自由に意見交換を行いながら，野鳥公園の整備や活用， 

運営に向けて語り合う場であり，平成24年11月から全8回開催し，延べ321人が参加しました。 

 野鳥公園ラウンジカフェでの市民意見を踏まえて，平成26年3月に，以下のとおり，「基本コンセプト」 

や，野鳥公園に求められる活動内容をまとめた「活動プラン」等を取りまとめました。 

２．基本コンセプト 
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３．活動プラン 

 市民が求める野鳥公園のあるべき姿を実現していくために，以下の５つのグループで体系化し， 

実施時期の目安を示しています。          〔実線：主要な取組  破線：継続的な取組〕 

 野鳥公園は成長します。それは野鳥公園が限られた立場や世代のための空間で

はなく，皆さんの成長にあわせた多様性が生まれる場所だからです。野鳥公園は人

によって育てられ，そして野鳥公園が人を育てていきます。 

 野鳥公園は新たなコミュニティを育みます。それは皆さんと公園との新しい関わりと

なり，共働によるパークマネジメント（公園運営）を介して，人と人とのつながりを育ん

でいきます。 

 野鳥公園は魅力あるまちづくりへ展開します。それはアイランドシティというまちの

成長とともに生きものの命を育み，そして持続可能なまちとして子どもや孫たちの世

代へと繋げていきます。 

        成長する野鳥公園 

           ～人と自然が共に成長し続けるために～ 

  

 

＜ラウンジカフェでの活動概要＞ 

        

＜とりまとめた冊子＞ 

短 期 中 期 長 期 
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